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エンタープライズレベルのVMSである
「AX XON  N E X T  4 . 0」のご紹介

 

タイムコンプレッサー

モーメントクエスト

録画映像を用いて、瞬時にフォレンジックサーチ

97 s.

12 s.

モーメントクエストは単なる映像検索ツールではなく、ビデオを録画する際
に、メタデータを生成する技術集約型の機能です。メタデータのデータベー
スにより、アーカイブの迅速かつ正確な分析が可能となります。設定エリア
内での動き、ラインクロス、大きさ、色、方向、オブジェクトの移動速度な
どの検索条件を入力すれば、素早くイベントを検索することができます。ま
た、サムネイル映像でイベント検索結果を数秒ほどで確認することができま
す。モーメントクエスト機能を利用すれば、人の目で24時間監視し続ける必
要がなくなります。モーメントクエストでは、さらに高速で効果的な、フォ
レンジックサーチ機能を提供しています。

モーメントクエストで高速検索を行うことができる理由は、エリア内で動き
のあるすべてのオブジェクトから算出されたメタデータに基づいているから
です。映像が録画される際に同時に生成されるメタデータは、オブジェクト
の属性を保存する特殊な*VMDAデータベースに文字列方式で記録されます。
このVMDAデータベース技術により迅速なイベント検索が可能になります。

視覚効果を最大化させた映像の圧縮

* VMDAは、現場で発生したことについての説明を索引付けたり保存したりするためのデータベース
   で構成されているAxxonSoftだけの革新的な技術です。

タイムコンプレッサーは、効率的に映像監視ができる新しいパラダイムです。録画映像に映るオブジェクトの動きを、動きの
スピードはそのまま維持しつつ時間だけを圧縮し、違う時間帯に存在したオブジェクトを同時に短い映像で再生します。より
詳しく確認したいオブジェクトをクリックすれば通常モードに切り替わり、その時点の映像を確認することができます。

タイムコンプレッサーにより、現場で発生した重要な場面を素早く確認することができるため、映像監視の効率性が格段に上
がります。
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64ビット対応 Linux互換性

Linux
H.264対応
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2.Camera 16:06:24 R

2.Camera 2.Camera

Parking New layout All Cameras Office

New GUI

Quick Sync Video対応 カスタマイズレイアウトを
簡単に作成・共有可能

カメラとサーバーの新しい設定機能

標準のパソコンキーボード、ホットキー、PTZコントローラーキーボード、ジョイステ
ィックに対応
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新しいGUI で録画された映像へ
さらに簡単にアクセスできるよう、
ユーザーの利便性を改善

10. Camera

Default

11. Camera

9. Camera

12. Camera

13. Camera

8. Camera

4. Camera

Apply to all

Intel Quick Sync Videoで、より一
層便利なカメラ運用が可能

UDPプロトコルでサーバーから
クライアントにビデオをストリー
ミング。マルチキャストにも対応

UDP



新しいスリックユーザーインターフェース

 
 

AxxonNextの強みのひとつは、システム管理と設定が簡単にできることです。
4.0バージョンでは、さらに便利な映像管理を提供するため、洗練されたインターフェースをご用意しております。
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ウェブボードにより、Axxon Nextのレイアウトでウェブページを表示す
ることができるため、カメラなどの設定やウェブインターフェースなど
を共に表示することができ、とても便利です。

レイアウトの削除や並べ替えなどが可能な、レイアウトリストの編集の
ための新しいモードでは、アーカイブサーチインターフェースが再設計
されました。また、検索方法の基準も一貫した簡潔なものとなりました
。

再生する映像があるアーカイブを簡単に選択可能。複数のアーカイブに
映像が録画されている場合、ユーザーは再生する映像が含まれたアーカ
イブを選択することができます。

特別なショートカットを使用し、ワンクリックで現在のレイアウトにあ
るすべてのカメラを、瞬時にアーカイブモードへ切り替えることができ
ます。

オートディスカバリーウィザードの新しいインターフェースにより、カ
メラの管理がより便利になりました。この新しいインターフェースによ
り、ビデオアーカイブを簡単に作成・設定できるようになりました。

新オブジェクトナビゲーターパネル。このパネルにはシステムのすべてのオブジェクトのリストが含まれており、オブ
ジェクト間の設定オプションを構成できるオーバービュー機能があります。

新しい自動検出ウィザード画面は、複数のカメラの設定を、より便利に行うことができ、新しいインターフェースによ
り、ビデオアーカイブを簡単に作成・設定することができます。

新しいアラームパネルは、ドロップダウンウィンドウで構成され、サイズの変更やフルスクリーンへの拡大が可能です。
アラームパネルには、オペレーターが注目すべき最近のアラームのサムネイル映像が表示されます。新しいパネルの強
みは、表示されるイベントの数に基づいて、パネルやアラームサムネイルの大きさをカスタマイズすることができるこ
とです。パネルでは現在の(分類されていない)アラームイベントに加えて、以前処理されたアラームを表示させること
ができます。

新しいレイアウト画面は、より機能的で、コンパクトで、魅力的なデザインとなっております。

メッセージボードパネルは、ユーザーが指定した検出条件に一致するイベントに関するメッセージが表示されます。
指定したテキストと反応ボタンも表示されます。



ホットキー

設定のバックアップと復元

HYPERVISOR HYPERVISOR
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Server failure

フェイルオーバー

ネットワークストレージに映像をアーカイブ

AxxonNextのシステム管理がさらに簡単になりました。ユーザーは、システムのある一定の動作をトリガーするため、
キーボードキーやジョイスティックボタンの組み合わせなどのホットキーを設定することができます。AxxonNextのシ
ステムは、標準のパソコンキーボード、そしてシステムに接続されたカメラコントローラーキーボードの両方でコント
ロールすることができます。

頻繁に使用する命令をホットキーとして指定すれば、ユーザーの反応時間を短縮させることができ、その結果、システ
ム全体の反応時間を短縮させることができます。

AxxonNext4.0では、あらかじめ設定されたホットキーが提供されます。デフォルトホットキーでは、一般的な組み合わ
せを簡単に記憶させることができます。

AxxonNextは、Axxonドメインサーバー、システムオブジェクト、そのパラメーター、変更ログ、ユーザー名を含むデ
ータベース、パスワード、カスタムレイアウトなどの設定における保存と復元の新しいユーティリティを提供します。
24×7をスムーズに操作するためには、確立されたバックアップルーチンが必要です。

復元する時点を自動作成することで、設定が保存されたシステムをロールバックすることが出来ます。

サーバーでシステム設定を行う際、メインサーバーに障害が発生した場合、メインサーバーに代わるフェールオーバー
サーバーが選択されます。フェイルオーバーサーバーは、問題が生じたメインサーバーの役割を自動で受け継ぎ、すべ
てのメインサーバーの機能を実行します。特別なハイパーバイザサービスは、ネットワーク内のドメインのすべてのサ
ーバーの状態を監視することができます。

Axxon Next4.0では、さらにビデオアーカイブ機能の信頼性が高まりました。NASでも録画が可能で、このNASは内部ネ
ットワークでも、外部ネットワークでもホストになることができます。NASストレージを使用するには、システム内に
アーカイブを作成するか、または、システムのディスクを選択する際、該当するネットワークパスを指定します。

問題が発生したサーバ
ーの設定状態のバックア
ップデーターの自動復元

フェールオーバーサー
バーへバックアップ中

ホットキーや専用カメラコントローラーキーボードで、システムをより迅速に、
より便利に利用することができ、オペレーターの反応時間も短縮できます。

VMSの冗長性の最大化

便利なシステムのバックアップとロールバック
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ストレージの冗長性

マルチドメイン監視

モーションウェーブレットトランスコーディング

Storage

S Dカードのサポート

録画した映像は、映像が保存されているサーバーから自動で複製することができます。冗長ストレージやビデオ、オー
ディオ、メタデータは、メインまたは複数のビデオアーカイブから他のアーカイブへ自動で同期されます。この機能は
、長期的に使用されるビデオストレージが録画映像を失わないよう、優れた安定性を保ちます。

4.0バージョンでは、現状に基づき、モーションウェーブレット形式で、クライアントが要求したビデオの質を選択す
る際、より高い柔軟性をもたらし、再圧縮や保存ができる機能が追加されました。グリーンストリームは、現在のネッ
トワーク状態やクライアントの解像度の要件に合わせて変更できるモーションウェーブレットビデオでの第三のストリ
ームを提供しています。

モーションウェーブレットは、リモートクライアントにストリーミングしたビデオの質の柔軟な選択を可能にするウェ
ーブレット変換に基づいた効率的なビデオコーデックです。これは、グリーンストリームとともに最も頻繁に使用され
ます。

グリーンストリームにより、回線容量やクライアントCPUリソースを節約できます。グリーンストリーム機能は、現在
クライアントに表示されているビデオの解像度に基づき、クライアント用のサーバーからビデオストリームを自動で選
択します。

Axxon Nextはエッジストレージとの互換性があり、クライアント画面にSDカードに録
画された映像を表示させることができます。オンカメラ(エッジ)ストレージは、該当す
るカメラがシステム構成に追加されると、AxxonNextによって自動で検出されます。カ
メラに保存されたビデオにアクセスするには、アーカイブ表示モードのカメラメニュー
から該当するストレージを選択します。現在は、録画映像の表示とエクスポートのみ利
用可能となっていますが、AxxonNextの最新バージョンでは、エッジストレージから
AxxonNextアーカイブにビデオを移行できる機能をご利用いただけるようになります。

マルチドメイン監視は、ひとつのクライアントワークステーションから接続する事業者やシステム管理者に、同じシス
テムの一部でない別のドメインのいくつかの監視サーバーへのアクセス権限を与えます。このサーバーのすべての設定
や、サーバーとつながっているすべてのカメラを、ひとつのクライアント画面で簡単に管理することができます。

お客様がこれらのシステムを組み合わせられない、または、組み合わせたくないという場合でも、システム運営者は複
数の独立した監視システムに同時にアクセスすることが可能です。この技術は、施設数が多く、地理的にそれぞれのシ
ステムが分散した現場などにおいて特に便利で、小売りチェーンやガソリンスタンドなど分散されたネットワークにお
いて、管理がより便利になります。そのため、分散されたシステムをひとつのドメインで構成するための複雑な設定を
行う必要がありません。

この機能により、事業者は各サーバーにアクセスすることなく、すべてのシステム機能を使用することができ、必要に
応じて、ワークステーションから遠隔監視システムを構成することができます。
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録画したビデオの複製―安全なセキュリティ映像の中央集中型保存

セキュリティシステム管理のための様々なオプション



I Pデバイスからのメタデータ

 

-

マクロ

ビデオウォール2 . 0

 

Waiting
Camera 1. Alarm | 5 minutes

Record to archive
Always initiate | Archive

Record to archive
Open layout with camera

Switch over relay
Camera 1. | Relay 1 | 00:01:00

Timeout 5 minutes

Camera 1. AlarmFilters

Add events filter

Execute if event occured

Execute if event did not occur

METADATA

メタデータは、カメラ自体で生成されるため、サーバー側でビデオを解凍する必要がなく、ビデオサーバーのCPU負荷
が大幅に低減され、サーバーが複数のビデオストリームを処理することができます。

CPU負荷の軽減により、Axxon Nextの映像解析機能の性能がさらに向上します。

状況解析 - カメラが映した映像での動きの解析に使用される検索ツールの集合のことで、置き去りやライン
クロッシング検出などがあります。

モーメントクエスト - 高速かつ正確な分析のため、記録する瞬間にメタデータを生成します。知りたいイベ
ントは、必要な条件を入力するだけで検索することができ、エリア内の動き、ラインクロッシング、大きさ
、色、方向、移動速度などの検索が可能です。該当する映像のサムネイルが秒単位で表示されます。

タイムコンプレッサー - ある場面において、すべてのオブジェクトの移動が圧縮された映像を取得できます
。圧縮されたビデオクリップでは、オブジェクトの元の移動スピードを維持しつつ、すべてのVMDイベント
を表示します。そのうち１つのオブジェクトをクリックすると、通常モードに切り替えることができ、より
詳細に確認することができます。

オートズーム - 自動デジタルズームで、移動するオブジェクトを簡単に監視することができます。オートズ
ームでは、移動するオブジェクトを含むFoVの一部が拡大されたビデオが表示され、クローズアップする際
、ムービーカメラで撮影しているかのような動きでオブジェクトを追跡します。

タグ＆トラックプロ - ロックオンして、移動する物体を追跡するのと同時に、その周辺で動いている物体の
詳細画像を取得し、その現場で起こっている「全体像」を取得できます。(より詳しい情報は11ページにあ
ります。)

AxxonNextの新しいバージョンでは、指定したイベントの発
生に対する複雑なシステム反応を柔軟に設定できるように
なっています。ユーザーは、「IF・・・THENロジック」な
どを使用したシステムのアクションの数に制限なく、自動
で実行されるマクロを作成することができます。

この技術により、事業者はシステム内に構成されたレイアウトを選択し、
ビデオ監視サーバーに接続しているクライアントコンピューターのモニタ
ーに送信することができます。ビデオウォール2.0は、マルチレベルの映
像監視を必要とする大規模な監視ハブで、地理的にとても複雑な場所を管
理する際に非常に便利です。事業者にレイアウトを送信すると、レイアウ
トのカメラのうちの1台から取り込まれたイベントの方に注意を引かせる
こともできます。同様に、ビデオウォールにレイアウトを送信することに
よって、すべての人々がイベントを閲覧できるようになります。

ビデオウォールの新しい機能を利用する様々な方法があります。十分な
仕様のモニターがあれば、いかなるクライアントコンピューターもビデオ
ウォールとして指定でき、アクセス権限を持つすべてのユーザーは、ビデ
オウォール管理を行うことができます。リモートクライアントは、どのド
メインサーバーに接続されていても使用することができます。このように
、ビデオウォールは機能的に大変優れており、システム設定に多くの時間
をかける必要はありません。

Storage

状況解析

タグ&トラックプロ

オートズーム

モーメントクエスト

タイムコンプレッサー

METADATA

M E T A D A T A

M E T A D A T A

大規模な分散した場所のビデオウォールや、そのレイアウトの効率的な管理

マクロは、特定のイベントに対する反応を、システム
で行うか、デバイスで行うかなどをコントロールする
アルゴリズムをプログラミングすることができます。

独自の画像解析ツールにより、セキュリティシステムの効率性を最大化
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タグ＆トラックプロ

タグ＆トラックライト

 

L D A P認証

AxxonNextの新しいバージョンでは、タグ&トラックプロを利用し、移動する複数のオブジェクトを同時に追跡するこ
とができます。

タグ＆トラックプロは、映像内で移動する物体にフォーカスを合わせ、複数のカメラでその物体を追跡し続けます。ま
た、その周りで動く物体の詳細画像も取得できるため、その現場で起こっている『全体像』をすべて同時に確認するこ
とができます。このように保存される２つの画像のセットは、後のイベント検索の際に必要となります。

この機能を利用するためには、少なくとも、パノラマカメラとPTZカメラの２台のカメラが必要となります。パノラマ
カメラは、フレーム内で移動するオブジェクトを検出しその座標を算出するトラッカーで構成されており、パノラマカ
メラの中には、PTZユニットとつなぐことができるものもあります。

LDAP認証により、大規模な企業などにおいて、システム管理者のユーザー管理作業の重複をなくすことができます。
Axxon Nextを利用しVMSアクセス権限を企業のディレクトリーグループと連動させることができます。システム管理者は
、社内LDAPディレクトリー経由で認証情報を設定し、Axxon Nextの権限を割り当てるユーザーを選択します。システム
管理者はAxxon Nextを利用して、企業のディレクトリーグループとVMSのアクセス権限を関連付けることができます。

 

顔認識とナンバープレート認識

サーバーとリモートコンピューターでストリーミングされるUDPビデオ

UDP

Axxon Nextの新しいバージョンでは、帯域幅の消費を低減させ、セキュリティシステムの効率性を向上させるための特別な
ツールを提供しています。

ライブビデオは、UDP経由で、サーバーからリモートコンピューターにストリーミングすることができます。マルチキャス
トも可能です。マルチキャストにより、ネットワーク容量が開放され、リソースの使用が最適化されます。

近々Axxon Nextでは、映像において顔が表示された場合、顔と共に座標を録画できるようになります。このデーター
はサーバーで処理されるか、または、オンボードフェイスキャプチャ機能の付いたカメラの場合は、カメラに基づいて
計算されます。FoVで顔を認識したら、特殊なアラームが発生します。録画された映像にて、対象となる顔が映ってい
るすべての場面を検索することができます。

AxxonNextでは、ナンバープレートの番号を認識する、または、それらに基づいた録画映像を検索することができるサ
ポートも実施する予定です。

タグ＆トラックライトにより、カメラの視野から消えた後、オ
ブジェクトが現れる可能性が高い場所を予測することで、簡単
に監視が行えます。この機能を利用するためには、すべてのカ
メラがサイトマップにリンクされている必要があります。その
うえで、カメラの位置やそれぞれの視野の位置を地図上で指定
することができます。追跡するオブジェクトを選択し、そのオ
ブジェクトが、あるカメラのFoVから消えた場合、AxxonNextは
その軌道を計算し、次にオブジェクトが現れると予想される場
所にあるカメラを定めます。『潜在的な目的地』にあるカメラ
は、現在のレイアウトにて強調されて表示されます。

物体の軌道を予測し、リアルタイムで簡単に監視

既存のエンタープライズネットワークサービスとの統合移動する様々なオブジェクトに合わせて追跡しながら撮影
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外部イベントサポート

大規模なカメラ構成 新しいエクスポート機能

特に大規模な場所において設定作業に時間がかかる場合がありますが、AxxonNextでは、同時に複数のカメラ設定を変更し
、グループで設定することが出来るなど、何台ものカメラの一括設定を行うことができます。同じ製品ラインのカメラへの
変更は、クリックひとつで適用させることができます。

また、必要に応じて、まず一台のカメラの設定を行い、その後リスト内の設定が必要な同じラインの他のカメラを選択しま
す。あとは、「適用」をクリックするだけ！選択したすべてのカメラの変更された設定内容は、自動的に保存されます。

インスタントエクスポート: 画像や映像は、ライブビ
デオモード、または、アーカイブモードから、クリッ
クひとつでエクスポートすることができます。時間間
隔の設定はオプションです。制限を設定していない場
合、ユーザーが停止させるまでエクスポートが継続さ
れます。

.aviや.exeファイルに映像をエクスポート: 一般的なビ
デオプレーヤーを使用して、あらゆるコンピューター
においてエクスポートした映像を再生できます。

設定可能なエクスポートテンプレートを使用し、スナ
ップショットをPDFファイルでエクスポートします。
ユーザーはPDFのフレームのポジションを選択するこ
とができ、コメントや日付を追加、または、フォント
や背景画像を選択することができます。

エクスポートされたビデオファイルのサイズ制限を設
定します。エクスポートする映像のサイズが指定の最
大値を超えた場合、ビデオは複数のファイルに分けら
れます。

エクスポートされたビデオのフレームドロップ。

プライバシーマスキング。エクスポートする前に、ユ
ーザーは最終的なビデオや画像においてマスク(モザ
イク加工)する領域を選択することができます。

部分的なフレームのエクスポート。(画像処理された
魚眼レンズのフレームを含む)

映像にユーザーのコメントをつけてエクスポート。

選択したフレーム領域のエクスポート。

AxxonNextにはキャッシュレジスター、アクセスコントロールデバイス、サードパーティのソフトウェアなど、様々な
外部デバイスとシステムからイベントを取得できる新機能も含まれています。これらの機能により、サードパーティシ
ステム製品を迅速かつ簡単に統合することができます。Axxon Nextでは、外部イベントを受け取ってデータベースへ保
存でき、また、録画映像とイベントを比較しテキストでイベントを検索することができます。さらに、各ウィンドウに
リアルタイムでイベントを表示、または、字幕テキストをビデオ上へ表示させることができます。

AxxonNext4.0の新機能でさらに進化した録画映像のエクスポート機能 :

大規模な場所において設定時間を節約
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オートズーム

  
 

インテルクイックシンクビデオ

Quick Sync

グリーンストリーム

帯域幅とクライアントCPUリソースを節約

移動するオブジェクトを追跡し、ズームイン

インテルクイックシンクは、専用のハードウェアCPUコアの、ビデオエンコーディング/デコー
ディングの負荷を軽減させ、より迅速に結果を提供し、サーバーCPUパフォーマンスのビデオ
フットプリントを削減します。インテルクイックシンクは、HDや高解像度ビデオに対応してい
るため、サーバーは、より優れた解像度で、より多くのビデオストリームを同時処理すること
ができます。このようなパフォーマンスの向上により、Axxon Nextにて追加された解析機能を
実行できるようになりました。(カメラの台数によって測定される)サーバー容量並びにビデオ
エンコーディングとデコーディング時間も飛躍的に改善されました。

特に、IPカメラメーカーが次々とメガピクセルカメラを販売している現状において、インテルクイックシンクに対応し
ている意義は大きいと言えます。この技術で解放されたCPU処理能力により、多くのカメラをひとつのサーバーに接続
させることができ、ハードウェアの費用とサポート面での問題を減らすことができるようになりました。

オートズームは、視野内で自動的にオブジェクトを追跡します。この機能は、移動するオブジェクトがいる現場のエリ
アを拡大し、オブジェクトをクローズアップして撮影する際、まるでムービーカメラのように、動きに沿ってその物体
を追跡します。オートズームは、ボックスカメラ（デジタルズーム経由）、魚眼カメラなどで使用可能です。魚眼カメ
ラでのオートズームは、移動するオブジェクトを追跡するePTZカメラのように動きます。現場で移動する複数のオブ
ジェクトが同時に存在している場合、フレームにすべての物体が収まるようにズームが調整されます。フレーム内に移
動するオブジェクトが存在しない場合、オートズームは実行されず、全体的な現場の様子が映し出されます。

グリーンストリーム機能は、カメラで撮影された映像がサーバーに送られ、再びクライアントに送信される際、自動で
クライアントの解像度に最適化なビデオストリームが表示されます。

最近の多くのIPカメラは、マルチストリーミングができるようになっています。解像度とフレーム速度を調節し、また
、他のコーデックを利用してストリーミングすることもできます。

しかし、遠隔監視ワークステーションは、常に高解像度でカメラ映像を表示することはできません。クライアントが
1920×1080ピクセルの画面解像度で、4x3のカメラレイアウトで構成された場合、各カメラの映像の解像度は、
480×360ピクセルとなります。そのため、すべてのカメラを高解像度ストリームで送信するためのネットワークを構
築する必要はありません。そして、ビデオをデコーディングし、各セルを480×360解像度に合わせてリサイズするこ
とによってCPUリソースの消費を抑えます。

グリーンストリームは、表示可能な十分な解像度を有する最小ストリームを自動で選択します。しかし、ユーザーがカ
メラ映像を全画面に設定した場合、高解像度ストリームが自動で選択されます。
また、クライアントに送信するストリームを固定することもでき、この場合、ストリームはクライアントの画面解像度
により自動選択されません。グリーンストリームは、低容量ネットワークや非対称接続にて帯域幅を大幅に節約できる
技術です。

複数のカメラをモニタリングする場合、
最低限の解像度と画質でディスプレー

アーカイブに保存、または、全画面表示
にする場合は最高の解像度と画質に変換
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イマージョンモード

インタラクティブな３Dマップ

インタラクティブな３Dマップは、監視現場のすべて
のシステム状況を地図上に表示するデジタル青写真と
言えます。　監視画面で映像表示タイルの下に、地図
が表示されます。マップ上では、映像が映し出されて
いるカメラの位置や方向、そしてセンサーの位置など
を示すことができます。映像表示タイルをクリックす
れば、マップ上に配置されたそれぞれのカメラがどこ
にあるのかをすぐに確認することができます。

インタラクティブマップを利用すれば、カメラに記録
されたイベントが発生した場所を瞬時に確認すること
ができます。特に、似たようなカメラの映像が表示さ
れる、または、見た目が似ている建物の廊下など区別
の難しいエリアの場合、有効に活用できます。

イマージョンモードは、インタラクティブマップの標準機能を越える機能で、このモードでは、半透明の映像が地図上
に表示され、人やモノがいる（ある）場所がどこなのか、どこで何が発生して
いるのかを、簡単に確認することが出来ます。映像に映る家具、ドアといった
固定された物の位置を地図上に表示することで、実際に動いているオブジェク
トの移動経路をそのまま見ているような監視が行えます。このように、各映像
がどこを映していて、どの方向を向いているのかを正確に表示させることがで
きます。

パノラマカメラでイマージョンモードを利用する場合、ユーザーはカメラドー
ムの内部から外部を観察しているかのように感じられます。スクリーンには、
オブザーバーの真正面にあるバーチャルドームの一部のように表示されます。

イマージョンモードにおいての映像が、地図上に表示されたカメラのアイコン
が示す地図上の一部である場合、そのアイコンをクリックすると対象となるカ
メラの全領域が選択されます。したがって、運営者はイマージョンモードのま
ま全体のカメラに映るオブジェクトの動きを追跡することができます。

モバイルアプリケーション

フレーム内のオブジェクトの動きが、地図上に反映される

地図上でカメラの位置を一目で確認 いつでもどこでも便利なモニタリング
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